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開かれた学校づくりに向けて
～中学生へのものづくり指導～

埼玉県立行田工業高等学校

折原慶作

資源の少ない我が国が経済成長を果たし，

発展してきたのは，我が国の工業力に負うと

ころが大きい。とりわけ，工業高校の卒業生

の果たした役割は大きく，中堅技術者として

製造現場の最前線でめざましい活躍をしてき

た。

しかし，経済の発展に伴う安定から高学歴

指向が高まり，工業に携わることを敬遠させ，

工業教育への関心を薄れさせた。一方，日本

からの技術移転などによる発展途上国の技術

蓄積により，日本経済の根幹をなす工業技術

にも脅威をもたらしている。

工業教育に携わる者として，今後も，日本

経済の発展は，ものづくりを通した工業技術

の発展なしにはあり得ないと確信し，ものづ

くりの楽しさと工業技術の素晴らしさを若い

人に体験させることが，日本の工業を支える

ために重要であると考えている。

そこで，本校では，中学校に働きかけ中学

生や中学校の先生方，そして保護者の方々に

も地元の工業高校を知っていただき，ものづ

くりの楽しさや工業技術の素晴らしさ，競技

の醍醐味を味わっていただくソーラーラジコ

ンカー・コンテストを，毎年，体験入学の日

に開催している。以下に，その取り組みにつ

１. はじめに
いて述べる。

本校は，埼玉県名発祥の地であり「埼玉古

墳群」や「古代蓮」で知られる埼玉県北東部

の行田市に位置し，昭和３５年，行田高等学校

（現進修館高等学校）に機械科が設置された

ことに始まる。その後，電気科の設置があり，

昭和４２年には行田高等学校から行田工業高等

学校として分離独立するなど，社会の要請に

応えつつ発展してきた歴史の古い工業高校で

ある。

本校は，地域に根ざした工業高校として，

市内をはじめ近隣工業団地の企業や，地元だ

けでなく県内や全国の大学へも卒業生を送り

出している。また，全国大会へ７回出場して

いるラグビー部をはじめ，柔道部やバレーボ

ール部などが活躍し，地域からも高く評価さ

れている。

現在は，生徒数男女併せて６４０名で，機械

科１クラス（２，３年は２クラス），電気科，

電子機械科各２クラスを持つが，平成１７年度

には，市内の３校（女子高校，総合学科高校，

本校）が統合され，地元中学校や地域からの

要望や期待に応える学校として新たに発足す

る予定である。

２. 本校の概要



（１） ねらい

最近の中学生は一般的に，ものづくりを得

３. 中学生ソーラーラジコンカー・コンテストの開催
cソーラーパネルは，１０８mm×２００mm×２

mm（約６０g）のものを３枚使用すること

とする。

スペックを表に示す。
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意としない生徒が増えている。そ

の原因はいろいろ考えられるが，

ものづくりに興味が持てないのも

原因の一つである。そこで，本校

では，「中学生にものづくりの楽

しさを味わい，工業高校の素晴ら

しさを肌で感じてもらうこと」を

ねらいとして，平成８年度から中学生ソーラ

ーラジコンカー・コンテストの開催に取り組

んできた。

（２） 概要及び展開

「中学生ソーラーラジコンカー・コンテスト」

は，近隣の中学生を対象に，８月初旬に開催

している。説明会を７月に行い，ルールの説

明や部品の配布が行われ，講習会の日程など

が発表される。その後，各中学校は，大会当

日までに各校でマシーンを製作し，体験入学

の午後に行われるレースに参加する。製作中

わからないことがあったり，中学校にはない

機械を使用したい場合は，本校に来てもらい，

一緒に製作する。

（ア）コンテストまでのスケジュール

a６月中旬に案内を郵送する。

b６月下旬に中学校を訪問して，参加を勧

める。

c７月上旬に説明会を開催する。

d説明会で参加要項と部品を配布する。

e技術講習会を本校で週に２回開催する。

f８月中旬にコンテストを開催する。

（イ）ソーラーラジコンカー製作規定

aコンテストに使用するラジコンカーは，

生徒の自作であるものに限る。

bソーラーパネル及びプロポなどは，主催

者指定のものを使用することとする。

d受信器に使われるクリスタルは，競技前

に主催者側で用意したものを，外部から簡

単に交換できる構造とする。

e競技車体の最大寸法は，次の通りとする。

全長１０００mm，全幅５００mm以内

fソーラーラジコンカーの走行は，ソーラ

ーパネルから供給される電気エネルギーに

よるものとするが，走行を安定させるため

に主催者側で用意したコンデンサーの使用

は認める。また，サーボの電源はこの限り

ではない。

（ウ）競技内容

a競技は，３分間（決勝５分間）経過後に

ゴールラインに達した車両から競技を終了

し，周回数を競うこととする。ただし，周

回数が同数の時は，先にゴールラインに達

した車両を上位とする。

bコースは，競技コース図の通りとする。

c予選は，１レースに２台のソーラーラジ

コンカーを走行させて行う。

d組み合わせは，当日，受付時に抽選で決

定する。

e決勝には，各予選グループから，リーグ

戦で上位１チームが決勝トーナメントに参

加できる。

f決勝トーナメントは，１レースにつき，

上位１チームが決勝戦に参加できる。



ペナルティが与えられる。

i競技中は，競技審判，コース審

判の指示及び判断を厳守する。

j天候不順の場合等，競技の進行

に著しい遅れが生じた場合，主催

者の判断によって，競技時間の短

縮や競技中止等，運営方法を変更

する場合がある。

（３） 大会当日（８月９日（金））

「中学生ソーラーラジコンカー・

コンテスト」への参加台数は年々増

加しており，平成１４年度は中学生

チーム１５台とラジコン部チーム１台

の合計１６台となった。また，ギャラ

リーや報道関係，そして本校の職員

と参加者が多く，とても盛況に行わ

れた。大会当日の天候は晴天で，とて

も良い条件のもとでの開催となっ

た。

２５

gレース中転倒，コースアウト等により走

行不能となった車両は，コース審判が手を

貸してレースに復帰させる。

hスタート時にフライングをしたと認定さ

れた車両に対しては，周回数を１周減ずる

競技コース

この事業を振り返って感じたこと

は，今の中学生や小学生はテレビゲー

ムばかりで，ものを作ったり考えたり

することが苦手だと思っていたが，実

は違うのではないかということだ。こ

のような機会が与えられれば，興味を

持って積極的に取り組む子供が多いの

ではないだろうか。なぜなら，レース

直前までマシーンの調整に取り組んで

４. コンテストの成果

いた真剣な顔，順調に走行してゴールしたと

きの満足そうな顔，残念ながら予選で負けて

しまい悔しそうな顔，そしてレースに勝った

ときのうれしそうな笑顔，どの顔も一つのこ

とをやりとげた充実感あふれる顔だった。ま

た我々も，企画のねらいが十分中学生に伝わ
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ったのではないかと喜んだ。

今回の「中学生ソーラーラジコンカー・コ

ンテスト」は，当初のねらい通りに，中学生

５. 今後の展望

にものづくりの楽しさを

味あわせ，工業高校の素

晴らしさを感じてもらう

ことができ，成功だった

と考える。在校生の中に

は，このコンテストに参

加したことをきっかけに

ものづくりに目覚め，本

校に入学してきた生徒も

いる。

また，昨年は参加校を

増やすのが課題であった

が，本年度は案内状の早

期発送を行ったためか若

干増加した。今後も，さ

らなる参加校を増やす工

夫を続けていく。

多くの中学生にものづ

２６

くりの楽しさを味あわせるため，工業高校を

より理解させる努力を続けていかなければな

らない。開かれた学校づくりを推進していく

ためにも，地域に学校の魅力を積極的にアピ

ールすることが重要である。

写真　３　大会当日の新聞記事


